
　
明
治
初
期
に
お
け
る
岡
垣
の
物
産
は
、

「
福
岡
県
地
理
全
誌
」で
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
中
に
あ
る「
遠
賀
郡
」の
部

は
明
治
６（
１
８
７
３
）年
か
ら
２
年
を

か
け
て
調
査
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

調
査
事
項
の
中
に
は
附
記
と
し
て

「
物
産
」の
項
目
が
あ
り
、村
ご
と
の「
生

出
」と「
輸
出
」に
分
け
て
書
か
れ
て
い

る
。「
生
出
」に
は
村
で
生
産
さ
れ
て
い

た
品
目
と
収
穫
高
が
、「
輸
出
」に
は
出

荷
さ
れ
た
生
産
品
の
販
売
品
目
名
と
そ

の
販
売
数
量
・
金
額
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

明
治
の
初
期
に
あ
っ
た
岡
垣
の
村
々

の
物
産
が
詳
細
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
村
は
、
明
治
22（
１
８
８
９
）年

に
岡お

か
が
た県
村
と
矢や

は
ぎ矧
村
が
誕
生
す
る
ま
で

続
い
た
。

　
岡
垣
の
物
産
の
品
目
を
見
る
と
、「
生

出
」に
は
30
以
上
の
品
目
が
、「
輸
出
」に

は
70
以
上
の
品
目
が
書
か
れ
て
お
り
、

当
時
の
岡
垣
で
は
多
種
多
品
目
の
農
産

物
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
明
治
初

期
に
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
農
産
物
な
ど
が

栽
培
・
出
荷
販
売
さ
れ
て
い
た
の
に
は

驚
か
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
農
産
物
は
、

元
文
３（
１
７
３
８
）年
に
編
集
さ
れ
た

「
筑
前
国
産
物
帳
附
絵
図
帳
」に
多
く
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時

代
に
は
既
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

【「
福
岡
県
地
理
全
誌
」に
掲
載
さ
れ
て

い
る
岡
垣
の
物
産
】

●
米
、
麦
、
大
豆
、
小
豆
、
豌え

ん
ど
う豆
、
蕎
麦

　

こ
れ
ら
は
主
要
な
農
産
物
で
あ
り
、

全
て
の
村
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
一
部

の
村
で
は
出
荷
し
販
売
さ
れ
た
。

●
粟

　

粟
も
主
要
な
穀
物
で
あ
り
、
松
原
村

以
外
の
各
村
で
栽
培
さ
れ
た
。
糠
塚
村
、

手
野
村
、
野
間
村
、
高
倉
村

で
は
出
荷
し
て
い
る
。

●
鶏
、
鶏
卵

　
鶏
は
全
て
の
村
で
飼
育
し
、

鶏
卵
は
全
て
の
村
で
出
荷
さ

れ
て
い
る
。

●
櫨は

ぜ

実

　

櫨
は
江
戸
時
代
か
ら
植
栽

が
奨
励
さ
れ
て
い
た
。
原
村
、

松
原
村
、
戸
切
村
以
外
の
各

村
で
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
岡

垣
全
体
で
は
約
11
万
８
０
０
０
斤（
約

７
０
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
）を
出
荷
し
て

い
た
。
糠
塚
村
、
内
浦
村
、
海
老
津
村

で
は
こ
の
櫨
実
か
ら
抽
出
し
た
生き

ろ
う蠟
を

出
荷
し
て
い
る
。
ま
た
、
糠
塚
村
、
吉

木
村
で
は
蝋ろ

う
そ
く燭
に
加
工
し
て
出
荷
し
て

い
た
。

●
綿

　

波
津
村
を
除
く
各
村
で
綿
が
栽
培
さ

れ
て
い
た
が
、
出
荷
は
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
各
村
で
は
綿
か
ら
糸

を
紡
ぎ
、
染
め
て
機
織
り
し
、
野
良
着

等
に
仕
立
て
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

●
茶

　

波
津
村
、
松
原
村
を
除
い
て
各
村
で

栽
培
さ
れ
て
い
た
。
糠
塚
村
、
吉
木
村
、

高
倉
村
で
は
出
荷
し
て
い
る
が
、
そ
の

他
の
村
で
は
各
家
で
製
茶
す
る
な
ど
自

家
消
費
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

●
紅
花

　

糠
塚
村
、
山
田
村
、
吉
木
村
、
高
倉

村
、
海
老
津
村
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、

収
穫
量
は
多
く
は
な
か
っ
た
。
染
料
等

に
利
用
す
る
な
ど
自
家
消
費
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

●
煙
草

　

波
津
村
と
松
原
村
を
除
く
各
村
で
栽

培
さ
れ
て
い
た
。
一
部
は
嗜
好
品
と
し

て
自
家
消
費
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

●
松
茸

　

山
田
村
、
黒
山
村
、
野
間
村
、
海
老

津
村
、
戸
切
村
で
合
計
535
斤（
約
320
キ

ロ
グ
ラ
ム
）を
出
荷
し
て
い
た
。
岡
垣

地
域
以
外
の
遠
賀
郡
内
で
は
、
竹
並
村
、

乙
丸
村
、
小
敷
村（
い
ず
れ
も
現
・
北

九
州
市
若
松
区
）で
出
荷
さ
れ
て
い
た
。

●
松
露

　

食
用
き
の
こ
で
あ
る
松
露
は
、
糠
塚

村
と
手
野
村
で
採
ら
れ
て
い
る
。
特
に

糠
塚
村
は
１
石
３
斗（
約
195
キ
ロ
グ
ラ

ム
）を
出
荷
し
て
い
る
。
岡
垣
地
域
以

外
で
は
芦
屋
町
で
出
荷
さ
れ
て
い
た
。

　

次
回
は
、
村
ご
と
に
物
産
を
見
て
い

く
こ
と
と
す
る
。

つ
づ
く

明
治
初
期
の
岡
垣
の
物
産
①

　
　
―
松
茸
も
採
れ
た
自
然
豊
か
な
岡
垣
―

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会　
石
田　
健
次
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